
1
か
い
て
き

新
時
代
を
支
え
る

　
　
　
　

都
市
の
形
成

2
や
す
ら
ぎ

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な

　
　

生
活
環
境
の
形
成

3
ふ
れ
あ
い

明
る
く
生
き
が
い
に

　

み
ち
た
社
会
の
形
成

5
は
ぐ
く
み

明
日
の
八
潮
を
担
う

人
づ
く
り
環
境
の
形
成

6
す
い
し
ん

市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的
な

行
政
推
進
体
制
の
形
成

4
ち
か
ら

活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

産
業
の
形
成

市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

▼
４
月
19
日
、
本
市
を
含
む
関
係

10
自
治
体
で
構
成
す
る
「
地
下
鉄

８
号
線
建
設
促
進
並
び
に
誘
致
期

成
同
盟
会
」
で
、
国
土
交
通
大
臣

に
対
し
、
要
望
活
動
を
実
施
。

▼
５
月
９
日
、
ま
ち
づ
く
り
・
景

　

平
成
25
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
前
定
例

会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
「
市
民
が
育
む　

品
格
と
活
力
の
あ

る
ま
ち　

や
し
お
」
の
実
現
を
目
指
す
、
市
基
本
構
想
の
６
本
の
柱
に
分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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観
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、
「
八

潮
南
部
東
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
答
申
を
受

理
。

▼
南
部
地
区
の
町
名
策
定
で
、
平

成
24
年
第
３
回
定
例
会
で
の
請
願

採
択
を
受
け
て
実
施
し
て
き
た
説

明
会
を
８
町
会
に
対
し
実
施
。

▼
平
成
24
年
度
に
お
け
る
有
収
水

量
は
、
985
万
４
４
６
５
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

５
万
２
１
１
５
立
方
メ
ー
ト
ル
の

増
加
。

▼
市
内
33
カ
所
の
公
園
に
つ
い
て
、

地
元
の
21
町
会
自
治
会
な
ど
と
維

持
管
理
契
約
を
締
結
。

▼
４
月
４
日
、
平
成
23
年
度
実
施

の
保
育
所
給
食
な
ど
の
放
射
能
濃

度
測
定
損
害
金
４
万
４
４
４
９
円

を
東
京
電
力
株
式
会
社
か
ら
受
領
。

▼
４
月
７
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
合
わ
せ
て
八
潮
駅
前
で
、

出
陣
式
と
交
通
安
全
街
頭
指
導
を

実
施
。

▼
４
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、

宮
田
団
地
の
空
家
１
戸
の
入
居
者

を
募
集
し
、
５
月
14
日
に
入
居
者

を
決
定
。

▼
４
月
15
日
か
ら
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

の
受
付
を
開
始
。

▼
４
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

市
内
15
カ
所
で
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
実
施
。

▼
５
月
15
日
、
三
愛
石
油
株
式
会

社
と
「
災
害
時
に
お
け
る
燃
料
油

の
確
保
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
。

▼
５
月
26
日
、
八
潮
市
民
美
化
運

動
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
第

24
回
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
を
実
施
。

▼
５
月
28
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
な
ど
を
八

潮
市
地
域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
八
潮
市
防
災
会
議
を
開

催
。

▼
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
火
災
件

数
は
８
件
、
救
急
出
場
件
数
は
１

２
４
１
件
。

▼
４
月
１
日
、
消
防
広
域
化
の
検

討
の
た
め
、
「
草
加
市
及
び
八
潮

市
消
防
広
域
化
協
議
会
」
を
設
立
。

▼
５
月
19
日
、
消
防
署
で
、
平
成

25
年
度
の
新
入
消
防
団
員
な
ど
10

人
に
対
し
研
修
を
実
施
。

▼
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
八

潮
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計

画
」
を
策
定
。

▼
４
月
２
日
お
よ
び
３
日
、
８
カ

所
の
市
立
保
育
所
で
入
所
式
を
行

い
、
549
人
の
児
童
が
入
所
。

▼
５
月
18
日
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

で
、
「
第
41
回
八
潮
市
高
齢
者
と

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

を
開
催
。

▼
５
月
30
日
、
介
護
予
防
に
お
け

る
二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
う
ち
、

運
動
教
室
の
希
望
者
482
人
に
対
し
、

「
介
護
予
防
事
業
参
加
の
た
め
の

医
師
の
判
定
」
に
か
か
る
受
診
券

を
発
送
。

▼
３
月
以
降
の
市
の
放
射
能
濃
度

測
定
で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
測
定
を
実
施
。

▼
３
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、

「
第
８
回
中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
万
７
３

０
０
人
が
来
場
。

▼
５
月
26
日
、
フ
レ
ス
ポ
八
潮
で
、

「
や
し
お
枝
豆
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
祭
」

を
開
催
。

▼
５
月
24
日
現
在
で
、
「
八
潮
市

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
は
、

通
算
で
約
１
２
０
０
人
が
利
用
。

▼
平
成
25
年
度
か
ら
Ｄ
Ｖ
相
談
の

充
実
を
図
る
た
め
、
「
八
潮
市
Ｄ

Ｖ
相
談
支
援
室
」
を
開
設
。

▼
４
月
20
日
に
鶴
ヶ
曽
根
久
伊
豆

神
社
の
祭
り
「
蛇
ね
じ
り
」
や
持

昌
院
の
弁
財
天
の
見
学
会
を
実
施
。

ま
た
、
４
月
27
日
か
ら
５
月
10
日

ま
で
の
間
、
古
民
家
で
「
端
午
の

節
句
の
人
形
展
示
」
を
、
５
月
25

日
に
、
体
験
講
座
「
手
作
り
は
ん

こ
」
を
開
催
。

▼
５
月
１
日
現
在
の
児
童
・
生
徒

数
は
６
７
４
９
人
、
学
級
数
は
229

学
級
。

▼
５
月
10
日
、
大
瀬
小
学
校
お
よ

び
八
潮
中
学
校
の
プ
ー
ル
ろ
過
装

置
改
修
工
事
、
八
條
小
学
校
お
よ

び
八
潮
中
学
校
の
プ
ー
ル
塗
装
工

事
を
発
注
。

▼
５
月
10
日
か
ら
、
「
春
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
」
と
し
て
「
小
中
学
生

の
水
泳
教
室
」
を
開
催
。

▼
５
月
18
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

平
成
25
年
度
や
し
お
市
民
大
学
・

大
学
院
の
入
学
式
を
実
施
。

▼
５
月
21
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
町
会
自
治
会
の
社
会
的
意
義
と

現
代
的
課
題
」
と
題
し
、
山
梨
学

院
大
学
副
学
長
の
日
高
昭
夫
さ
ん

を
講
師
と
し
て
町
会
自
治
会
加
入

促
進
講
演
会
を
実
施
。

▼
４
月
１
日
付
け
で
、
一
般
事
務

職
21
人
、
土
木
技
師
１
人
、
保
健

師
２
人
、
保
育
士
５
人
、
消
防
士

２
人
の
合
計
31
人
を
新
規
採
用
。

▼
５
月
14
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

八
潮
市
母
子
愛
育
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
と
懇
談
す
る
「
市
長
ふ
れ
あ

い
訪
問
」
を
実
施
。

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
８
８
５

第24回ゴミゼロ運動

やしお枝豆ヌーヴォー祭

やしお市民大学・大学院の入学式

　長田義弘さんは、自らの経験と教育に対する熱意から、教育
を受ける機会と人材の育成には育英資金が必要であり、また、
青少年には将来、世界で活躍してほしいと、強く考えておられ
ました。
　これらの想いを込めて私財を、平成元年に教育資金として１
億485万円、さらに平成２年から平成25年までに国際教育のた
めに、１億3120万円寄付していただきました。
　これまで、長田さんは受領を固辞しておられましたが、長田
義弘さんの名義人基金を創設したのを機に、市では感謝状を贈
呈いたしました。
　秘書課☎○内３１９

長田義弘さんに感謝状長田義弘さんに感謝状
（市内緑町在住）

□問


